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 新奈良放送会館の整備方針・概要について  

 

新奈良放送会館の移転整備については、本年３月に「用地取得」の

経営決定を受け、奈良県と奈良市三条大路１丁目６９１番１６他の用

地取得に関する契約を締結し、公共放送の役割を果たすための会館の

機能や規模について、具体検討を重ねてきた。 

 

このたび新会館主要機能や災害及び視聴者サービス、環境などへ対

応するための整備概要がまとまったため、会館建設に向けて着手する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 1/6 

 



 

整備方針および整備概要 

１ 基本コンセプト  

（１）歴史・文化の発信拠点という役割 

  歴史文化資源が豊富に集積する奈良の地にあることで、奈良放送局はこれ

までも、番組作りを通して歴史文化を日本のみならず世界に向けて発信する、

重要な役割を果たしてきた。今後もその使命を実現するため、ロケーション

は、東大寺や薬師寺、唐招提寺などの世界遺産、また今後観光資源としての

役割が期待される「平城宮跡」など、奈良県の主要な史跡から近い場所が選

定された。 

   歴史的価値の高い史跡・建造物・行事・暮らしを高画質映像で県民および

観光客等に広く公開、「奈良にしかない」貴重な歴史文化を知りたい人のアク

セスポイントとなる。放送局の外観もそれに調和するものとし、歴史文化の

発信拠点として象徴的な役割を果たしたい。 

 

（２）地域に開かれた放送局 

 新会館建設が計画されている場所は、奈良県が「にぎわいと交流の拠点」

として再開発を進めている敷地の中にある。3万平方メートルを超える広大な

用地には、国際級のホテルや、国際会議場を備えたコンベンション施設、多

目的広場やバスターミナル、商業施設等の設置が計画されている。県の再開

発事業と連携することで、地域活性化への貢献にもなり、また、地区全体で

創出される集客能力を考えると、ＮＨＫ新会館を訪れる人数も大幅に増加、

日本を知りたいとやってくる海外からの訪問者もあると期待される。 

隣接地にイベントスペース（オープンスペース）を設けることが予定され

ていて、一般観覧客を想定したイベントを放送に結び付けることも可能。公

共放送として、より地域に密着したサービスを提供することで、ＮＨＫ奈良

放送局の存在感を増すことにつなげたい。 

 
（３）災害に強い放送局 

いかなる災害時にも対応できる放送局とし、県民の生命と財産を守るため

の緊急災害報道の拠点の役割を果たす。 
建物免震構造の採用、2 系統受電化および空調用エネルギーの多様化（電

気・ガス・灯油）によるリスク分散、長時間停電に対応する設備などを整備

する。 
また敷地は幹線道路に面して南と東、2 方向に出入り口を設置することが

でき、迅速な対応が可能となる。 
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（４）高い省エネルギー性とフレキシビリティをもつ放送局 

CO2 削減は NHK の経営課題のひとつでもあり、さまざまな省エネルギー

施策を講じることで、環境にやさしい放送局を目指す。 
また、高度化・多様化する将来の放送サービスに対応できるよう、ワンフ

ロア化された大空間の放送センタースペースの確保など、高いフレキシビリ

ティをもつ放送局とする。 
 
 

２ 新会館の概要  

区 分 新会館 現会館 

(1)所在地 奈良市三条大路 1丁目 691番 16ほか 奈良市鍋屋町 27番 

(2)敷地面積 ３,４１７.１６㎡ ２,６２５㎡ 

(3)延床面積 ４,４８０㎡ ３,８４２㎡ 

(4)階  数 地上３階程度 地上３階、地下１階、塔屋１階 

(5)完成年度 平成３２年度 昭和４５年度 

(6)建 設 費 

建  物：２５億円程度 

(設計監理費、杭工事費、液状化対策費を除く) 

放送設備：１３億円程度 

（経常事項の更新経費を含む） 

 

(7)用地取得 

費 
約４億円（28年 7～8月取得予定） 売却予定 

(8)建設方式 単独建設 単独建設 
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３ 会館の主要機能   

（１）防災・機能強化 

①  建物は免震構造を採用する。 

②  浸水被害を回避するため電源設備を上階に設置すると共に、２系統受電、

自家発用オイルタンク（１００時間運転可能）、車両用燃料備蓄設備（軽油

１,０００リットル程度）の整備を行う。また、受水槽に４日分の雑用水を

確保する。 

 

（２）放送センター機能および制作機能 

①  放送局の中枢として、放送の安定送出の強化、情報共有および効率的な

業務運営ができるよう、報道・制作・アナウンス・技術・企画編成を同一

フロアとする。 

②  ニューススタジオ（１層・１２５㎡）は１８時台のニュース情報番組「な

らナビ」や、１１時台の「ぐるっと関西おひるまえ」、２０時台の「なら８

４５」などを制作する。また、汎用スペースを隣接して配置し、フロアの

共用を可能にすることで、開票速報番組、特別番組等にも使用する。 

 

（３）視聴者交流機能 

 ハートプラザ（２００㎡）には、８Ｋの大型モニター、番組公開ライブラ

リー、ギャラリー等展示スペース、などを設置する。また、観覧客を入れた

公開番組や日常のコーナーの収録等が可能なオープンスタジオスペース  

（１００㎡）を隣接して設置する。 

 

（４）鉄塔   

放送会館と各放送所をつなぐ無線回線の構築や非常用放送設備を整備する

ため、地上高５７ｍ程度の鉄塔を設ける。 

 

（５）その他 

① 移転用地は、県が進める「ホテルを核とした賑わいと交流の拠点整備事業」

地域の一画にあり、コンベンション施設や多目的広場等、周辺に放送会館と

親和性の高い施設が整備されることから、それらを意識した設計を行う。 

② 自然採光、自然換気など自然エネルギーの活用や電力消費の少ないシステ

ムを導入するなど、環境にやさしい放送局を目指す。 
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４ 主な機能と面積                      

（単位：㎡） 

区 分 主な機能 面 積 現会館面積 

放送機能室 

・ ニューススタジオ 

・ ＦＭスタジオ 

・ 放送センター 

 

１,４４０ 

 

  

１,２９１ 

 

視聴者公開スペ－

ス 

・ ハートプラザ 

・ オープンスタジオスペース 
３００ １２１ 

一般室 

・ 局長室、営業事務室 

・ 企画編成事務室、会議室 

・ 業務用車両庫、倉庫 

 

１,０７５ 

 

１，０４０ 

建築設備室 ・ 電気関係室、空調機械室  ７７０ ４５２ 

共用スペース ・ 廊下、階段、トイレ   ８９５ ９３８ 

合 計  ４,４８０ ３,８４２ 

 

 

５ スケジュール（予 定） 

平成２８年度   
競争による設計者選定 

基本設計着手：各室レイアウトやデザイン、構造計算等 

平成２９年度  実施設計：基本設計図に基づき詳細な仕様を図面化 

平成３０年度  建物（着工） 

 

平成３１年度  
建物（完成） 

放送設備（完成） 
 

平成３２年度  運用開始 

 

  

土工事 
建物躯体、内装工事 
電気設備・空調給排水設備工事 
自家発・受配電設備工事 
鉄塔工事、外構工事 
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○ 新会館移転用地位置図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図（タイル）を使用した。 
（承認番号 平 27 情使、第 1029 号） 
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